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デジタル台風プロジェクト
http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/

• 1999年から続く、
台風ビッグデータ
解析プロジェクト。

•年間約2000万PV。
多様な目的に利用
されている。

•開始した動機は機
械学習データセッ
トを構築すること。
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2000年頃の研究構想

北本朝展, "「デジタル台風」 --人工知能的アプ
ローチに基づく台風解析", 情報処理学会技術報
告, Vol. CVIM123-8, pp. 59-66, 2000年09月

北本朝展, "Holistic Analysisを用いた台風雲パ
ターンの解析", 電子情報通信学会技術報告, Vol. 
PRMU2000-240, pp. 129-136, 2001年03月
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データセット構想
1. 台風中心画像（幅2600km／赤外／毎
時）を第1弾として公開。

2. 高頻度観測画像（幅1300km／赤外／2.5
分ごと）を第2弾として公開。

3. 「ランベルト天頂等積図法」により、
位置に関係なく雲の面積や歪みは同一。

4. 共通のデータセットにより、様々なア
ルゴリズムの性能を比較すべき。

2018/10/31 2018気象学会 年秋季大会 4



深層学習とEnd-to-End

•従来：生データから、人間が特徴抽出を
工夫し、学習モデルに入力した。

•最近：生データを入力し、内部表現とし
ての特徴抽出を含め、全体を学習する。

2018/10/31 2018気象学会 年秋季大会 5

入力：生データ

中心気圧：992 hPa
最大風速：45 kt

出力：得たい結果学習モデル



機械学習が有効な場合
1. 過去の「前例」を参照すれば解ける場
合。例外的な状況が少ないほど好成績。

2. 現象が複雑すぎて理論による近似が困
難な場合。正しさより近似精度の競争。

3. 概念へのマッピングが必要な場合。連
続空間と離散空間の関係性を学習。

4. 複数メディア（画像→テキスト）を同
時に学習する場合。予報文の自動生成。
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台風に関するタスクの例
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1. 台風階級の分類（ドボラック法自動化）
2. 台風中心気圧の回帰
3. 台風から温帯低気圧への遷移



温帯低気圧化の問題
1. 「台風」も「温帯低気圧」も「概念」
であり、連続から離散へのマッピング。

2. 温帯低気圧への変化の判断が、実況で
は意図的に遅くなっている？

3. 機械学習に基づく温低遷移指数のよう
な新しい指数を構成できるか？

4. もし指数が作れれば、防災気象情報の
メッセージを変化させることも可能。
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台風から温帯低気圧への遷移
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台風200813号を対象に、台風から温帯低
気圧への遷移を出力。0が熱帯低気圧（台
風）、1が温帯低気圧。



ベストトラックとの時間差
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0.75



ベストトラックとの時間差
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遷移期間とラベルの正確性
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Cutting windows of different sizes
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学習データのクリーニング
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Datasets splits for different 
cuts in k-fold cross-
validation: discarding low 
quality data from the 
training dataset

Dependency of the number 
of frames in training dataset 
on the width of cut window
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除去期間と分類精度の関係
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実験結果
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Previous
work

Previous 
work

This work

Tropical vs 
extratropical cyclone
(accuracy)

n/a 94.73% 97.2%

Typhoon intensity 
class
(accuracy)

63.92% 58% 67.50%

Typhoon central 
pressure
(mean error)

10.36 hPa 8.30 hPa 7.42 hPa
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精度の推定と過学習
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Sequence split Random split

TRAIN

197801 …

201116 …

…

TEST

201117 …

201727 …

…

Accuracy: 57.82% Accuracy: 82.82%



これからのチャレンジ
1. 長期再解析：40年間の台風のベストト
ラック品質を統一できるか？→人間に
は面倒なこと（大量）を機械が支援。

2. リアルタイム勢力推定：2.5分ごとの勢
力変化を推定できるか？→人間にはで
きないこと（高速）を機械が開拓。

3. 機械学習＋データ同化：観測データを
ベクトル化し、データ同化に入力。→
データから構築される特徴空間の活用。
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おわりに
1. 機械学習（深層学習）を用いて、台風
から温帯低気圧への遷移の過程を指数
化できる可能性を示した。

2. 継続課題：「デジタル台風」気象衛星
画像データセットを公開したい。

3. データセットを使った共同研究など、
お気軽にコンタクトください。
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デジタル台風：
http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/
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